
Ⅰ．はじめに

　シキミ（Illicium anisatum）は照葉樹林帯に生育する常緑小

高木であり，切枝は仏事や葬祭用として使用されている。鹿児島

県では，中山間地域における重要な作目として畑を中心に植栽さ

れ，補助事業による植栽実績は１９９５年以降の累計面積で約７０ha

にも及んでいる。これらは，県外から移入された実生苗が栽培さ

れているため，開葉時期が多様であることや形状・品質が一定で

ないこと等による生産コスト上の欠点がある。このため，開葉時

期が一定で採取経費や薬剤散布経費の削減が図られ，均一な商品

を提供できるクローン苗栽培の検討を進めているところである。

さらに開葉時期の異なる複数クローンを用いることにより切枝の

通年出荷が可能になると考えられる。しかしながら，クローン苗

の特性については開葉が始まる時期の違いが報告されているもの

の（小山，２００５），その他の特性については未解明な部分が多い。

そこで本研究では，クローン苗の年間を通じた開葉状態や成長量

などを調査して，複数クローンを利用した通年出荷の検討やク

ローン選抜項目の検討を行ったので，報告する。

Ⅱ．材料と方法

　１．供試クローン

　鹿児島県曽於郡財部町と輝北町の栽培地から２００３年５月１日に，

開葉状態として１回目の開葉（以下，「春芽」）の葉先がほぐれて

いないものを１１個体，葉の岐出が立葉なものを２１個体の合計３２個

体を選抜した。２００３年６月から７月にかけてさし木を行い，２００４

年２月に姶良郡蒲生町の鹿児島県林業試験場内圃場へ移植した。

移植床には１０a当たり化成肥料（１０：１０：１０）８０kgを施用した

（鹿児島県林務水産部，１９９８）。

　２．開葉時期及び開葉回数

　開葉の状態について，ミズナラにおける開葉指数（生方，　

２００３）を参考にして表－１のとおり開葉指数を定め，２００４年４月

から１１月にかけて８段階の指数による調査を行った。調査は，

４・５月には３～５日に１回，６月以降には７日に１回を目安に

実施した。採取の可否は，採取による萎れ・腐れの発生の有無に

より区分し，表－１に記載した。春芽についてはクローン毎に２４

～４４本の計１，０７１本を調査し，２回目以降についてはクローン毎に

６本ずつ計１９２本を対象としたが，６～７月における乾燥によって

枯損したものがあり，最終的に１４６本を調査した。

　３．葉数と枝発生数

　シキミは通常，主軸部に１個の芽と葉柄基部の上部に１個の腋

芽が存在し，開葉と枝伸長を同時に行う。これらのことから，葉

数が枝発生数に影響すると考えられたため，春芽における主軸の

葉数と枝発生数について４月から５月の開葉時に調査した。

　４．苗高成長量

　開葉開始前の２００４年４月２日に当初の苗高を測定し，２００４年１２

月１４日に苗木の成長が完全に止まったことを確認した後，苗高を
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いて成長・開葉特性を調査した。開葉開始時期はクローンにより最大３６日の違いが認められ，開葉後の葉の成熟期間は早く開葉したもの

ほど長期間を要した。葉数と苗高成長量の間には正の相関が認められ，開葉回数が多いほど成長量が多かった。これらの成長特性から，

成長量の大きな枝を多量に得るためには，葉数と開葉回数の多いクローンが適していると考えられた。春芽の開葉時期については，４月に

採取可能な状態であった１１個体はさし木クローンにおいても同様の結果が得られた。また，開葉時期の異なるクローンを選択的に植栽す

ることで，枝の通年採取が可能な経営が行えることが示唆された。

キーワード：シキミ，クローン，開葉，葉数，成長量

速　報

シキミクローンの成長特性Ⅰ＊１

－開葉特性と成長量との関係－

小山孝雄＊２

表－１．開葉指数

採取開　葉　の　状　態指数

可芽鱗が緩み葉先の部分が露出する１

不可葉先がほぐれる２

不可葉先が分離する３

不可葉先がそりかえる４

不可個体内の１個以上の芽で葉身が開く５

不可個体内の半分以上の芽で葉身が開く５

可個体内の全ての芽が黄緑色になり，やや堅くなる７

可個体内の全ての芽が緑色になり，十分に堅くなる８



測定した。

Ⅲ．結果と考察

　１．開葉時期及び開葉回数

　春芽におけるクローン別開葉日は，表－２のとおり４月３日か

ら５月９日までであり，最大３６日の差があった。同様に，春芽が

採取できない指数２から採取できる指数７に要した日数は２７日か

ら４８日までで，最大２１日の差があった。開葉日によって４月上旬，

４月中下旬，５月上旬の３つに区分し，指数２から指数７までの

日数について比較した結果を表－３に示す。４月上旬は４月中下

旬と５月上旬に比較して有意に長かった。この結果は，早い時期

に開葉した葉では芽が堅くなるのに要する日数が長いことを示し

ており，これには気温が影響を及ぼしていると推察される。

　次に，クローン別の開葉回数を調査した結果を表－４に示す。

平均が３．６２回であり，クローン間で２．２５回から４．６０回までの差が

みられた。また，同一クローンにおいて開葉回数が２～３回，３

～４回及び４～５回と一定でなかった。この原因としては，植栽

後の様々な生育環境要因の違いによる影響が考えられる。

　また，３２クローンについて，年間を通じて開葉指数に基づき採

取可（指数１，７，８）と採取不可（指数２～６）の時期を区分し

たものを図－２に示す。春芽については，クローン間で同様の開

葉時期を示すものもあるが，２回目以降は多岐に富んでおり，芽

が堅くなる前に次の芽が発生して採取できない期間が連続するも

のもある。そこで，これらの結果を踏まえて採取が可能な期間が

長い組合せを選び出すと図－３のとおりであり，６６４，６７４，５６０，

５０１の４クローンでは約１０日間（５月中旬から下旬）を除いて連

続採取が可能であった。この結果から，開葉時期の違う複数ク

ローンを所有し，２週間程度の保存が可能な保冷施設が整備され

ていれば年間を通じた連続的な出荷が可能であることが示唆され

る。

　また，２００３年５月１日の生産畑調査時に春芽の葉先がほぐれて

いなかった１１個体は，さし木苗クローンについても開葉日は同様

に５月上旬であった。このことから，春芽の開葉時期はクローン

特性であるといえる。

２．葉数と枝発生数

　春芽における主軸の葉数と枝発生数について調査した結果を表

－５に示す。主軸の葉数は平均５．６枚で，クローン間で４．６枚から

６．７枚までの差がみられた。

　枝の発生数については平均４．１本で，クローン間で１．９本から
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表－２．　クローン別指数到達日

指数２～７に
要した日数

春芽
産地クローン名

指数７指数２指数１
４０ ５月２７日４月１７日４月３日輝北町１０３
４０ ５月２５日４月１５日４月３日財部町６６０
４２ ５月２５日４月１３日４月３日財部町６６３
４４ ５月２５日４月１１日４月３日財部町６６４
４５ ５月２９日４月１４日４月３日財部町６６５
３５ ５月２５日４月２０日４月３日財部町６６６
３９ ５月２５日４月１６日４月３日財部町６６７
３９ ５月２４日４月１５日４月３日財部町６６８
３９ ５月２４日４月１５日４月３日財部町６６９
４２ ５月２４日４月１２日４月３日輝北町６７０
４１ ５月２４日４月１３日４月３日輝北町６７１
４１ ５月２５日４月１４日４月３日輝北町６７２
４１ ５月２４日４月１３日４月３日輝北町６７３
３９ ５月２４日４月１５日４月３日財部町６７５
３４ ５月２５日４月２１日４月３日輝北町６８２
３９ ５月２４日４月１５日４月４日財部町６６２
４１ ５月２９日４月１８日４月６日輝北町６８３
３８ ５月２７日４月１９日４月１４日輝北町１０４
３３ ５月２４日４月２１日４月１４日輝北町６８１
２７ ５月２４日４月２７日４月１５日財部町６７４
３０ ５月２８日４月２８日４月１９日輝北町１０１
３３ ６月６日５月４日４月２５日輝北町５１１
２９ ５月３１日５月２日４月２５日輝北町５１２
３３ ６月６日５月４日４月２５日輝北町５１９
４３ ６月１５日５月３日４月２７日財部町５６１
３１ ６月４日５月４日４月２８日財部町５６３
４８ ６月２４日５月７日４月３０日輝北町６７６
３１ ６月６日５月６日５月１日輝北町１０２
３５ ６月１５日５月１１日５月５日輝北町６７９
３５ ６月１７日５月１３日５月７日輝北町６８０
３２ ６月１７日５月１６日５月９日輝北町５０１
３３ ６月１７日５月１５日５月９日財部町５６０

注：指数到達日は，クローンの平均値が到達した日であり，調査日間の数
値から推定して算出している。

表－３．開葉時期別の採取可能となるまでの日数

標準偏差
指数２～７に
要した日数

クローン数開葉日

ａ２．６５ ±４０ １７ ４月上旬

ｂ６．２６ ±３５ １０ ４月中下旬

ｂ１．６０ ±３３ ５ ５月上旬

注）同一アルファベット文字では１％水準で有意差が無く，異文字間では
１％水準で有意差があることを示す。（t検定）

表－４．クローン別開葉回数

平均
開葉回数

調査本数クローン名　
５４３２

２．２５１３４５０１
２．５０３３６５６０
３．００３３５１１
３．００６６５６３
３．００４４６７４
３．００５５６７６
３．００１１６８０
３．００５５６８２
３．１７１５６１０１
３．２５１３４６６６
３．２５１３４６７１
３．３３２４６６７３
３．４０２３５６６８
３．５０１１２１０２
３．５０３３６６６９
３．６０３２５５６１
３．６７２１３６６５
３．６７２１３６７５
３．７５３１４６８３
４．００６６５１２
４．００４４５１９
４．００５５６６０
４．００６６６６２
４．００３３６６４
４．００６６６６７
４．００４４６７９
４．１７１５６６８１
４．２５１３４６７２
４．３３２４６６６３
４．５０２２４１０４
４．６０３２５１０３
４．６０３２５６７０

３．６２１２７３５５６１４６　　計



６．４本までの差がみられた。次に，主軸の葉数と枝発生数との関

係をクローン毎の平均値によって解析した結果，図－３のとおり

正の相関がみられた（p＜０．０１）。このことから葉数の多いク

ローンは枝発生数が多いといえる。シキミ栽培においては枝の採

取数がそのまま収入に影響するため，今回の結果を踏まえて選抜

項目には葉数を考慮する必要性が指摘される。

　３．苗高成長量

　クローン別の１年間における平均成長量について表－６に示す。

全体平均が１５．３cmであり，クローン間で８．６cmから２２．５cmまで

の差がみられた。開葉回数と成長量の関係をクローン毎の平均値

によって解析した結果，図－４のとおり正の相関がみられた（p

＜０．０１）ことから，開葉回数の多いクローンは成長量が大きい傾

向が認められた。市場を流通して取引されるシキミは４０cmから

７０cmの商品が大部分であり，苗木植栽後５年を経過した生産木

は１回の開葉で１０cmから２０cm程度の伸長が見込まれる。した

がって市場に出荷するには複数回の伸長が必要であり，採取サイ

クルを短縮するためには開葉回数の多いクローンの選定は重要で

あると思われる。

Ⅳ．おわりに

　今回の調査では，クローンによって年間の開葉時期，開葉回数

及び主軸における葉数等に違いがあることが判明し，このことを
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図－１．クローン別，時期別による採取適否判定

図－２．クローン別，時期別による採取適否判定（抜粋）

図－３．主軸における葉数と発生枝数の関係

図－４．開葉回数と成長量の関係



利用したクローン管理栽培の可能性や収量面からの選抜項目の一

部が明らかになった。

　また，春芽の発生が遅い個体として選抜した１１個体については，

さし木苗のクローンにおいても同様の結果が得られたため，春芽

の発生時期の差はクローン特性として明瞭であると考えられた。

さらに，クローンによる開葉時期の差が年間を通じて発生するこ

とが明らかになったことから，その特性を有効に活用できる可能

性が示唆された。

　しかしながら，芽の発生時期に最も影響を及ぼすものとしては

気温が考えられるが，気温の違いによる発生時期の変化について

は全く判明していない。このため，今後は増殖した代表的なク

ローンについて，離島を含めた県内生産地に植栽し，気温と開葉

時期の関係について研究を進める予定である。
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表－５．クローン別葉数及び枝発生数
標準偏差枝発生数平均標準偏差葉数平均調査個体数クローン名
１．５９±３．００．７０±４．６３９６８３
１．１９±２．３０．８４±４．７３３１０１
２．１２±４．００．６６±４．７３４６６２
１．２２±１．９０．７３±４．９３１５１２
２．０４±３．２０．９２±５．１３４６７３
２．３８±４．６０．７７±５．２３１６６３
１．５５±４．５０．９６±５．２２４６８１
１．３３±２．９０．７２±５．２２９１０２
１．５２±４．５０．６５±５．３３５１０３
２．２４±３．４０．８５±５．３２８６６５
１．５６±３．００．８６±５．３３１６７９
１．３３±２．４１．２９±５．３２９６８０
１．４１±４．２０．６８±５．４４４６７６
１．９１±５．５０．６９±５．４３４５０１
１．９０±４．４０．６３±５．５２８５１１
１．７８±２．８０．８７±５．５３５１０４
２．３６±３．９０．８１±５．５３４６６４
１．９６±５．２０．９０±５．６３１６７０
１．３０±３．９０．６０±５．６３５５１９
２．４６±３．００．７１±５．７３５５６０
２．２０±４．５０．９６±５．８３５６８２
１．５４±３．５０．８４±５．８３３６７２
１．４３±５．２０．７８±５．９３５６６８
２．０４±４．７０．７７±５．９３５６６０
１．５２±６．４０．８１±６．１３３６７１
２．００±５．７０．６９±６．１３３６６９
２．１９±４．４０．６０±６．１３４６６６
１．７９±６．１０．７３±６．２３４６７４
１．７１±４．１０．８３±６．３３４５６１
１．５０±４．９０．５５±６．４３５６６７
２．０１±５．７０．８１±６．５３５６７５
２．０２±４．３０．９７±６．７４１５６３
２．１３±４．１０．９６±５．６１，０７１計

表－６．クローン別苗高及び平均成長量
（cm）
平均成長量

２００４．１２．１４測定
苗高（cm）

２００４．４．２測定
苗高（cm）

調査数クローン名

　８．６２６．２１７．６１６１０１
　９．２２７．８１８．７１６１０２
１０．５２３．４１２．９２３５０１
１１．１２０．１９．０２２６６０
１１．６２６．５１４．９１８５１１
１１．９２４．４１２．６１５６８０
１１．９２５．９１４．０３３６６４
１２．４２６．２１３．８２５６７９
１２．５２５．１１２．６４１６７６
１２．５２５．８１３．３３２５６３
１２．９２７．２１４．２３２６８３
１３．６２８．０１４．４２６６６５
１３．８２８．８１５．０３１６６０
１４．０２７．９１３．９２１５６０
１４．５２８．８１４．３２６６７５
１４．９２８．２１３．２３０６７１
１５．３２９．２１３．９３２６６７
１５．３３０．５１５．２３２１０３
１５．４２７．５１２．１３３５６１
１５．４２９．０１３．６３１６６９
１６．４３０．９１４．５３１６８２
１６．８３０．８１３．９３３６６６
１６．９３０．２１３．４３２６７２
１６．９３１．１１４．２３２５１９
１７．６３１．３１３．７２７５１２
１９．１３３．９１４．８２８６７０
１９．２３４．８１５．６３３６７３
１９．７３３．５１３．８３３６７４
２０．０３５．６１５．５３１６６３
２０．２３５．８１５．６３２６６８
２０．９３４．１１３．２３１６６２
２２．０３５．７１３．７２３６８１
２２．５３４．８１２．３３５１０４
１５．３２９．４１４．０平　均


